
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【街具（ストリートファニチャー）とサインのトータルデザイン】 

【体系的なサイン計画がないと…】 

▲シェルターの設置後、大きなサインが付けられていま

す。 

▲大切な情報が張り紙で表示されています。 

▲自転車利用者用のサインが、自立型であったり、照明

柱に付けられたりして見づらくなっています。 

▲公共の掲示板と民間の看板が同じ場所に並んで設置さ

れ、見づらく、目立たなくなっています。 
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■サイン本体のシンプルさ 

■表示面のシンプルさ 

１ 
『計画的な配置』 

■サイン本体の統一性 

■表示ルールの統一性 

■視認性に着目した配置 

■人の行動特性に応じた配置 

 

２ 
『シンプルなデザイン』 

３ 
『デザインの統一』 

■電停・バス停サインの展開 

■まちなか案内サインの展開 

４ 
『駅前から市街地への展開』 

▲景観に調和したサインが、適切な場所に目立つように設

置されています。 

▲信号待ちの人が見やすい適切な位置に、景観を阻害しな

い大きさのサインが計画的に設置されています。 

▲バスを降りた人が不安にならないよう、バス停の近くに

周辺施設への案内表示が設置されています。 

▲フラワーポットとセットで設置され、まちなか景観のアク

セントになっています。 

■書体やピクトグラムの統一 

５ 
『見やすく分かりやすい表示』 
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【サイン計画があると…】 
都市空間のデザイン方針との整合 

熊本駅周辺地域では、都市空間づくりの

目標（テーマ）を以下のように定めています。

“駅として使いやすく、公園として居心地が

良く、街として暮らしやすい熊本に育まれた

文化に根ざした都市空間づくり” 

また、駅周辺地域の景観には多様な要素

が混在することとなるため、一つひとつの要

素には“シンプルさ”が求められました。 

熊本駅周辺地域におけるサイン計画は、

これらの都市空間のトータルデザインの一環

として、全体のまちづくりとの整合を図りなが

ら進められました。 

 

５つの取り組み 

熊本駅周辺地域では、都市空間づくりの

目標や方針に従い、以下の５つの取り組み

を行いました。 

 

１．計画的な配置    

２．シンプルなデザイン 

３．デザインの統一 

４・駅前から市街地への展開 

５．見やすく分かりやすい表示 

 

 

 

 

２ 
まちづくりとの整合 
 

熊本駅周辺地域での取り組み： 

１ 

体系的に 
 

体系的なサイン計画の必要性 

はじめに 
熊本駅周辺地域では、県都の駅前にふ

さわしい街並み景観を創出するため、公共

空間のみでなく建物を含む街並み景観を形

成する全ての要素をトータルにデザインしよ

うと検討が進められました。 

 

乱立を防ぐ 

まちなかには、多様な主体により、目的

の異なる多様なサイン類や注意・警告の看

板類が設置されます。 

また、その設置時期もそれぞれ異なるた

め、計画的なサイン計画がない場合、後か

ら張り紙やさまざまなサイン・看板類が設置

され、サイン類が乱立して景観を損ねてい

るケースが見られます。 

このため、熊本駅周辺地域では、多様な

主体と協議しながら、体系的なサイン計画

を行うことにより、サイン類の乱立防止を図

りました。 

 

景観を整える重要な要素の一つ 

熊本駅周辺地域では、サイン計画は、単

にサイン類の乱立を防止するのみでなく、

街並み景観をトータルにデザインするため

の重要な要素の一つとして位置づけられ、

検討が進められました。 

また、駅前には広告物も多く、必要なサ

イン類が埋没するため、条例等による屋外

広告物の誘導もあわせて検討されました。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅周辺地域におけるサインの種類 
熊本駅周辺地域では、以下の３種類のサ

インを中心に配置計画を行いました。 

 

１．乗換案内サイン 

２．駅広案内サイン 

３．まちなか案内サイン 
 

これらの配置にあたっては、下記の事項

に配慮した計画的な配置計画を検討しまし

た。 

 

移動パターンに応じたサインの配置 

右下図に示すように、直線型の移動パタ

ーンか回遊型の移動パターンかに応じて適

切なサインシステムを採用する必要があり

ます。 

また、下図のように移動のパターンに応

じて、「地図」による情報提供が望ましい場

合と「誘導サイン」を中心とした情報提供が

望ましい場合があります。 

 

≪直線型のサイン配置≫ 
目的地がはっきりとした庁舎やオフィスビ

ル、交通手段の乗り換えなどに適します。 

このため、駅前広場に設置する「乗換案内

サイン」と「駅広案内サイン」の配置は直線型

のサイン配置としました。 

 

≪回遊型のサイン配置≫ 
観光地や市街地、ショッピングセンターな

どに適します。 

 このため、市街地に配置される「まちなか

案内サイン」の配置は回遊型のサイン配置

としました。 

 

■参考： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※出展：既存建築物の視覚情報サイン改善マニュアル -熊本県- 

 

〈直線型傾向：大〉 

〈回遊型傾向：大〉 

地図による案内サインに重点 

誘導サインに重点 

●ホテル 

●オフィス 
●病院 

●駅 
●空港 

●ショッピングセンター 

●観光地 

●図書館 

●市街地 

●庁舎 
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【空間の視認性に着目したサインの配置】 
○目的地方向が分かりやすい、見通しの良い場所にサインを配置。 

○駅前広場の大屋根や交番など、それ自体がサイン性の高いものはそのま

ま見せる。 

 
 
 
 
 

※ベンチ等の街具とセットで設置し、まちな

かの休憩スポットにもなる“サインのサブ

拠点”として整備。 

■設置箇所のイメージ 
･･･サブ拠点としての整備 

◎

● 

② 最も見通しの良い場所に 

「総合案内サイン」を配置 

① 駅舎出入口で見通しの良い場所に

「駅広案内サイン」を配置 

■バスのりば

■バスのりば 

■バスのりば 

▲駅舎出入口 

★交番 

■市電のりば
●

③ 駅広の入口で見通しの良い場所に

「駅広案内サイン」を配置 

●

歩行者の主動線

① から電停方向の見え方（ＣＧによる検証） 

○前方方向の見通しは良いが、北側と南側のバスのりば

への見通しがきかないため、バスのりばを中心に、駅広

全体の情報を提供しています。 

② から北側バスのりば方向の見え方 

○駅広全体と全てのバスのりばが見て確認できる位置であるため、この場所で“総合的な情報”を提供しています。 

③ からの電停・駅舎方向の見え方 ④ から電停・駅舎方向の見え方 

○北側からアクセスして駅広全体が見通せる場所で駅

広全体の情報を提供しています。 

○南側からアクセスして駅広全体が見通せる場所で駅

広全体の情報を提供しています。 
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④ 駅広の入口で見通し 

の良い場所に「駅広 

案内サイン」を配置 

② から南側交番方向の見え方 

空間の視認性に着目したサイン配置 

熊本駅白川口（東口）及び新幹線口（西

口）の駅前広場のサインの配置にあたって

は、スムーズな乗換案内を行うため、以下

の３点に留意しました。 

 

１．最も視認性の高い場所（周辺が

見渡せる場所）への“総合案内

サイン”の配置 

２．駅舎出口への乗換案内サインの

配置 

３．適切な誘導サインと位置表示サ

インの配置 

 

まちなかのサブ拠点となる空間づくり 

市街地に配置される「まちなか案内サイ

ン」については、サイン板だけが単独で配

置されると目立たなくなる可能性があるた

め、樹木やベンチなどとセットで配置するこ

とにより、サインが設置されている空間自体

のサイン性を高めるとともに、休憩や情報

提供のサブ拠点となるよう検討しました。 

 

 

 

３ 

種類と配置 
 

シンプルで分かりやすい配置 

 
 
＜サインの種類＞ 

１．乗換案内サイン（市電のりば・バスのりば・タクシーのりばサイン） 
２．駅広案内サイン 
３．まちなか案内サイン 

【熊本駅周辺地域におけるサインの種類の模式図】 

【直線型移動パターンの場合のサインシステム】 

【回遊型移動パターンの場合のサインシステム】 

※駅や空港などの案内に適する。 

※市街地や観光地などの案内に適する。 

≪駅舎≫ 

（周辺施設への誘導） 

≪駅前広場≫ 

インフォメーション 
センター 

『まちなか案内』 

（乗場・系統・時刻） 

●タクシーのりばサイン

●バスのりばサイン 
●市電のりばサイン

『駅広案内』 
『乗換案内』 

（乗場・系統・時刻） 

■移動範囲・移動距離が小さい場合 ■移動範囲・移動距離が大きい場合 

アクセス・出発点 アクセス・出発点

目的地 

目的地 

目的地 

目的地 

目的地 

誘導サイン 

メインの 
案内サイン 
（地図で全体像を示す） 

サブ的な 
サイン 

メインの 
案内サイン 
（地図で全体像を示す） 

アクセス・出発点

アクセス・出発点 

メインの 
案内サイン 
（地図で全体像を示す） 

メインの 
案内サイン 
（地図で全体像を示す） 

誘導サイン 

目的地 

目的地 

目的地 

目的地 

サブ的なサイン 

サブ的なサイン

サブ的なサイン

サブ的なサイン

サブ的なサイン 

サブ的なサイン 

（周辺施設への誘導） 
『まちなか案内』 

『駅広案内』 

（周辺施設への誘導）

『まちなか案内』



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デザインの基本的な方針 
駅周辺の景観には多様な要素が混在す

ることが多く、一つひとつの要素には“シン

プルさ”が求められることから、サインデザ

インの方針も“シンプルなデザイン”としまし

た。 

また、多様な主体が別々にサインを設置

しても「サイン本体のシンプルなかたち」と

「シンプルな表示デザイン」となるよう、本体

のデザインルールと表示面のデザインルー

ルを設定しました。 

 

本体のデザイン方針 

サイン本体のデザインについては以下の

点に留意しました。 

 

１．多様な場所になじむプレーンな

形態と素材 

 ２．建築のモジュールにあわせやす

い寸法体系 

 ３．情報を更新しやすい表示面の工

夫 

 

表示面のデザイン方針 

表示面のデザインについては以下の点

に留意しました。 

 

１．共通仕様による書体・ピクト・

外国語表記等の統一 

 ２．地図や文字の表示高さの統一 

 ３．i(アイ)マーク・シンボルカラー

の使用 

 ４．関係機関との協議による表示面

の情報とデザインの統一 

 

【サインの基本的なデザイン･･･シンプルな形態・素材・表示】 

○ 箱型のシンプルな形態 

○シンプルな素材：アルミ ○シンプルな表示レイアウト 

上：サインの名称 

“情報の見出し” 

中：地図や掲示板 

下：誘導表示や 

注意書きなど 

【シンプルなデザインにするための工夫】 

○本体の素材： 

 本体の素材はアルミ板とし、その素材を生かすため、ア

ルマイト処理としました。 

○表示方法： 

 サイン本体の素材の上に直接カッティングシート（切り文字）を貼

るシンプルな表示方法としました。 

これにより表示内容の更新も容易になります。 

○照明の方法： 

 ＬＥＤ照明を用い、サイン

本体の厚みを約７cm のス

リムなデザインとしまし

た。 
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公共サインはシンプルなデザインで 

駅前に限らず、まちなかに設置されるサ

イン類は出来るだけシンプルでスッキリした

デザインの方がまわりの景観とも調和しま

す。 
 

■シンプルなサインの事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本の“おいしい水”の紹介 

新幹線口となる西口の駅前広場で

は、熊本の湧水やおいしい水を紹介す

るため、実際に水が飲めるスペースを

設置しました。 
 

■熊本のおいしい水を掃海するスペース 

 

 

【まわりの景観と調和するシンプルなデザイン】 
  ○ＣＧ（コンピューターグラフィック）により、広場の大屋根や立体横断施設

など、周辺景観との調和を検証しました。 
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４ 

シンプルに 
 

シンプルな形態・素材・表示 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲壁面のサイン 

▼床面のサイン 

東口・西口のサイン 

熊本駅白川口（東口）と新幹線口（西

口）の駅前広場のサインは、書体やピクト

グラムは基本的に「JIS 規格（JISZ8210）」

や「交通エコロジー・モビリティ財団」の委

員会が示した「標準案内図記号」を使用

し、その他の細かなデザイン調整を行い

ながら検討を進めました。 

 

市電のりば・バスのりばのサイン 

駅前広場の「市電のりばのサイン」と

「バスのりばのサイン」は、熊本市交通局

及び熊本県バス協会の協力により、駅前

広場の他のサイン類と同一デザインで統

一されました。 

 

まちなか案内サイン 

駅前広場以外の市街地のまちかどに

設置される「まちなか案内サイン」のサイ

ンの本体や表示面のデザインも、駅前広

場と同様のデザインで統一されました。 

 

交番の周辺案内地図 

駅前の交番の壁面には、道を尋ねてく

る人のための周辺地図として“まちなか案

内サイン”の地図と同じ地図が設置されま

した。 

 
 

 

 

 

【基本的なデザイン - 白川口（東口）のサイン - 】 

○共通の“i（アイ）マーク”と“シンボルカラー” 

※「交通エコロジー・モビリティ財団」の委員会による「標準

案内図記号」 

○地図や文字の

高さの統一 

○共通のピクトグラム 

○共通の書体と文字の大きさ 

○外国語表記の統一 

【まちなか案内サイン】 

７ 

本体のデザインルール 

多様な設置主体が協力して統一感の

あるサインを設置するため、サイン本

体のデザインルールを以下のように定

めました。 

１．多様な場所になじむプレーンな

形態と素材 

 ２．建築のモジュールにあわせやす

い寸法体系 

 ３．情報の更新がしやすい表示面

の”を確保するため、以下のような書

体やピクトグラムなどの表示面のデザ

【道路案内標識】 

ユビキタスサイン 

熊本県情報企画課で取り組んでいるユビ

キタスサイン「Ｋタッチナビ」のデザインも、

熊本駅前では駅前で使用している地図と同

じものを使用し、駅広案内サインにユビキタ

ス器具類を内蔵することでデザインの統一

を図りました。 

 

道路案内標識 

道路案内標識の表示方法等は「道路案

内標識の現状と課題 平成 18 年 3 月 熊本

県道路保全課」に示された基準に基づきつ

つ、ユニバーサルデザインの観点から他の

サインと同一のピクトグラム（絵文字）を多

用することとしました。 

また、表示板の色は“青”と定められてい

ますが、サインポールの形状や色彩はトー

タルデザインに配慮し駅周辺地域で使用さ

れている照明柱や信号柱と同一のものを使

用しました。 

 

【新幹線口（西口）のサイン】

【ユビキタスサイン「Ｋタッチナビ」】 
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【バスのりばのサイン】 【市電のりばのサイン】 

５ 

そろえる 
 

様々なサインを揃え統一感を 

●：まちなか案内サイン位置 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

熊本駅 

【駅前の交番の周辺案内地図】 

対象区域 

熊本港 熊本城 新幹線



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【熊本市移動円滑化向上プロジェクトのサイン】 市街地への展開 

「まちなか案内サイン」については、駅前

から駅周辺地域全体に配置されます。 

さらに、熊本城を中心とした市街地に計

画的な展開が行われています。 

 

移動円滑化向上プロジェクト 

熊本市が主体となり、熊本中心市街地の

観光施設や公共公益施設を案内するプロ

ジェクトが展開されました。 

このプロジェクトでの案内サインは駅周

辺地域で検討された「まちなか案内サイン」

に準じて検討されました。 

 

新幹線口散策路修景案内サイン 

新幹線口（西口）から北岡自然公園に至

る散策路には、賑わいを演出する修景案内

サインが整備されました。 

 

白川記名標識 

白川橋橋詰には、国土交通省により、

「白川記名標識」が設置されました。 

このサインのデザインにおいても、駅周

辺の総合的なデザインとの調整が図られま

した。 

 

【新幹線口散策路修景案内サイン】

【白川記名標識】 

市電のりばサインの展開 

熊本駅周辺地域に新しく整備された二

本木口と田崎橋の電停では、電停そのも

のが“電停”としての視認性を高めたデザ

インとなっています。 

また、熊本市交通局の協力により、時

刻表掲示板やその他の電停関連のサイ

ンは白川口との統一性に配慮したデザイ

ンのものが設置されました。 

さらに、「路線案内図」については、駅

前の市電のりばで検討されたデザインが

全ての電停で使用されています。 

 

合同庁舎・再開発ビルのサイン 

国の熊本地方合同庁舎のサインや駅

前再開発ビル（くまもと森都心プラザ）の

サインも、それぞれの協力により、サイン

本体のデザインや表示面のデザインに共

通性のあるサインが採用されました。 

 

新水前寺駅のサイン

【電停サインの展開】 

▲熊本駅前で検討された「路線図」のデザイン ▲熊本駅前で検討された「路線図」のデザインは各電停

で使用されています。 

【合同庁舎のサイン】 

： 
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【電停サインの展開】 
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６ 

駅から拡げる 
 

駅前から市街地への展開 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ■サインでよく使われる“見やすい”書体の例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※出展：熊本県既存建築物の視覚情報サイン改善マニュアル 

 

     ■指定書体（共通仕様） 
対象（部位） 指定書体 

和文（サイン上部タイトル文字） 新ゴＭ 

和文（サイン上部タイトル文字以外） 新ゴＢ 

英文 Frutiger 

ハングル Arial Unicode MS 

中国語 Hei Regular 

 
 
 
 
 
 
 
     ■視認距離と文字の大きさの目安（共通仕様） 

距離 ピクトグラムの寸法 和文文字高 英文文字高 
中～遠距離（20ｍ以上） 360mm 以上 120mm 以上  90mm 以上 

近距離（10ｍ） 240mm 以上  80mm 以上  60mm 以上 

近距離（ 5ｍ） 120mm 以上  40mm 以上  30mm 以上 

至近距離（１～2ｍ）  60mm 以上  20mm 以上  15mm 以上 

 
 
 
 
 
     ■基本的な和英文表示の場合の文字の大きさ ■英文を小さくする場合の文字の大きさ 
 
 
 
 

【視認距離と文字の大きさの目安】 共通仕様による間違えにくいサイン 

熊本駅周辺地域では、多様な主体が

別々にサインを設置しても、表示された文

字やピクトグラムなどがわかりやすく、読

みやすく、間違えにくいものとなるよう、以

下の項目に“共通仕様”を設定しました。 

 

１．書体や文字の大きさ 

２．外国語表記の仕方 

３．ピクトグラム 

４．色彩、その他 

 

 

 

 

１．遠くから情報を与えるべきサインの表示 

２．近づいて読ませるサインの表示 

３．遠近双方から情報を与えるべきサインの表示 

●大きなわかりやすい文字 

●小さな文字 
●点字の表示など 

●高い位置に表示 

●目の高さより下に表示 

●ある程度の距離（20ｍ以上）
●植え込みなどの障害物があっても良い 

●至近距離（１～２ｍ程度） 

●大きなわかりやすい文字 
●適切な高さ 

■誘導サイン 
■管理系サイン（禁止・注意等） 

■解説サインなどの読ませるサイン 
■スペースが無い場所でのサイン 

●接近できるよう障害物を置かない
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○文字の大きさも『熊本県既存建築物の視覚情報サイン改善マニュアル』に基づ

き、原則として下表の大きさで設定しました。 

○ただし、地図の中の文字は、板面の大きさや地図の見やすさを考慮して、下表

の基準より小さな文字を使用しても良いこととしました。 

○和英文の表示方法については、英文は和文の 1/2 を原則としました。 

○ただし、情報量の多い「まちなか案内サイン」で、英文の文字の大きさが和文

の 1/2 では煩雑になる場合は、英文の大きさを、和文の 1/2～1/3 までの範囲

で調整して煩雑にならないよう配慮するようにしました。 

○「書体」は、『熊本県既存建築物の視覚情報サイン改善マニュアル』に示された

「サインでよく使われる書体例」から選定しました。 

○和文の書体は、視認性の高い角ゴシック体から文字の大小を問わず、読みや

すくレイアウトしやすい「新ゴＭ」を指定書体としました。 

 また、サイン板上部のタイトル文字は、より視認性の高い「新ゴＢ」としました。 

○英文字・数字書体は、指定和文書体に合い、国際的にも多用されている

「Frutiger」を指定書体としました。 

○カタカナ、英文の文字間隔は読みやすくなるよう調整することとしました。 

【「書体」の考え方と共通仕様】 

【「文字の大きさ」の考え方と共通仕様】 
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７ 

わかりやすく 
 

わかりやすさをつくる共通仕様 

合同庁舎
Govarnment Office

A

0.1～0.2A
0.3～0.4A

熊本駅前
Kumamoto Station

0.2A

0.5A

A

●小さな文字
●点字の表示 



 
 
 
 

【「外国語表記」の考え方と共通仕様】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               【「ピクトグラム（図記号）・矢印」の考え方と共通仕様】 
 
 
 
 
 
 

                    ■ピクトグラム（共通仕様） 

対象（部位） 指定書体 

乗換案内用サインのピクトグラム 
交通エコロジー・モビリティ財団によ

る「標準案内図記号」 

上記以外のピクトグラム JIS 規格（JISZ8210） 

 
【「色彩」の考え方と共通仕様】 

 
 
 
 
 
 
               【「i(アイ)マーク」と「テーマカラー」の考え方と共通仕様】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 ■参考：外国語表記例（共通仕様） 

 
 
 
 
 
 
 ■参考：熊本駅周辺地域のサインで使用したピクトグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参考：熊本駅周辺地域のサインで使用した文字の大きさ（共通仕様） 
対象（部位） 指定の大きさ 

サイン上部タイトル文字 和 文：55.0mm / 外国語：27.5mm 

誘導表示文字 
和 文：42.0mm / 外国語：21.0mm 

ピクト・矢印：80mm×80mm 
地図外 

のりば表示文字 和 文：60.0mm / 外国語：27.5mm 

現在地表示文字 和 文：18.0mm / 外国語： 9.0mm  

施設名文字 和 文：12.0mm / 外国語： 6.0mm  

ＪＲ駅名文字 和 文：10.0mm / 外国語： 5.0mm  

市電電停名文字・町名文字 和 文： 8.0mm / 外国語： 4.0mm  

地図内 

道路名（通り名）文字 和 文： 7.0mm 

 
 
 
 
 
 
 

○外国語表記については、以下のA～Ｄの４点を基本としました。 

Ａ．和文・英文の２ヶ国語表記を基本とする 

Ｂ．歓迎サイン・注意書きサイン・観光案内サイン等については、和文・英文に

韓国語・中国語を加えた４ヶ国語表記とする 

Ｃ．駅構内及び駅広内など、外国人も多い場所では誘導サインも外国語表記

を行う 

Ｄ．外国語表記により、文字が多くなり判読しにくくなる場合は、外国語表記の

選択を行う 

○なお、地名にはローマ字を併記することとしました。（ローマ字はヘボン式表記法） 

○文字、地図、板面のベースなどの色彩は、原則として『熊本県既存建築物の視覚

情報サイン改善マニュアル』に示された“明度差５以上のコントラスト”に配慮した色

使いとしました。なお、背景や日光の条件などにより見やすさが変わるため、適切

に調整することとしました。 

○「ピクトグラム」及び「矢印」も『熊本県既存建築物の視覚情報サイン改善マニュア

ル』に基づき、「JIS規格（JISZ8210）」を原則として使用することとしました。 

○ただし、のりかえ案内用に使用する「ピクトグラム」については、ＪＲ駅舎からの連

続性と整合性に配慮し、ＪＲが使用している「交通エコロジー・モビリティ財団」の委

員会が示した「標準案内図記号」を使用することとしました。 

○“サイン（案内板・情報板）”であることの視認性を高めるため、「information(情報

案内)」の頭文字をデザインした「i（アイ）マーク」と「テーマカラー」を各サイン板に

使用することとしました。 

○「i マーク」は原則として各サインの左上部に表示することとしました。 

○テーマカラーは、熊本駅周辺地域の都市空間デザインガイドのコンセプトである

“風土や自然環境への配慮”から“緑”とし、地図の枠として使用するほか、サイ

ンの側面にも部分的に表示するなど、同じテーマカラーを使用することで多様な

主体が設置しても共通性が感じられるようにしました。 

「i マーク」と「テーマカラー」 

「i マーク」は原則としてサイン板の左上部に表示するが、

左上部に表示すると情報が見づらくなる場合は適切な位置

に表示する。 
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Tram

i（アイ）マーク 市電のりば 

タクシーのりば 

バスのりば 

交番 自転車駐車場（駐輪スペース） 

一般車乗降場 

お手洗い（トイレ） 

車いす専用乗降場 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画策定の経緯 

熊本駅周辺地域のサイン計画は、駅周

辺地域全体の都市空間デザインを検討す

る「熊本駅周辺地域都市空間デザイン会

議」及びその下部組織の「熊本駅周辺地域

都市空間デザインワーキングシステム」で

検討されました。 

なお、ワーキングシステムでは市民参加

による“ワークショップ”を通した検証や関係

機関との調整を行いながら検討を進めまし

た。 

 

 

検討・策定体制 

サイン計画の検討は、熊本駅周辺地域

全体の都市空間デザインを検討する以下

の体制のもとで行われました。 

 

１．熊本駅周辺地域都市空間デザイ

ン会議 

２．熊本駅周辺地域都市空間デザイ

ンワーキングシステム 

 

 

情報の更新 

今後、まちの成長や変化にともない、サ

インに表示された情報の適切な更新が必要

になります。 

情報をひとつでも更新する場合は関係機

関の全てのサインの情報を同時に更新する

必要があるため、関係機関による適切な情

報の管理と協議・調整のための場が必要に

なります。 

 

【ワーキングシステム】 

≪リーダー≫ 

田中智之熊本大学准教授（建築） 

≪サブリーダー≫ 
星野裕司熊本大学准教授（景観） 
原田和典崇城大学准教授（サイン）

≪メンバー≫ 

県市担当部局、コンサルタント

【熊本駅周辺地域 

都市空間デザイン会議】

【市民】 
ワークショップ 

 

監修：磯田節子 

熊本高等専門学校教授 

 

【関係機関】 
 
JR 九州・熊本市交通局・熊本県バス

協会・JR 熊本駅構内営業タクシー協

議会・国土交通省九州地方整備局・熊

本県情報企画課・熊本県観光交流国際

課、熊本市観光政策課 等 

発行 / 2011 年 ３月 

発行者 /熊本県新幹線・熊本駅周辺整備事務所 

企画・編集 / 熊本駅周辺地域都市空間デザインワーキングシステム・東武計画株式会社 

表紙デザイン・監修 / 崇城大学准教授 原田和典 

【市民ワークショップによる検証】

【ワーキングシステムによる検討】 
●サインの具体的デザイン 

●配置の調整 

 ●他のデザインとの整合・協議 

【デザイン会議による検討】 
●デザインコンセプトとの整合 

●デザインの基本的な考え方 

 ●デザインや配置へのアドバイス 

■蝕地図の検証 ■駅広サインの検証 

【策定経緯】 

【策定体制】 
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８ 

経緯と体制 
 

計画策定の経緯と計画の策定体制 


